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実験 

日焼け止めにはエッセンス・ジェル・ミル

ク・スプレーの４種類のタイプがある。そこ

で、タイプによって効果に違いがあるのか

を 調 べ た 。 日 焼 け 止 め は 「 KOSE 

COSMEPORT」の SUNCUT で統一した。

タイプはエッセンス・ジェル・ミルク・スプ

レータイプの４種類を使用した。 

 

使用するもの 

・SUNCUT の日焼け止め 

（エッセンス・ジェル・ミルク・スプレー） 

・バナナ 

・紫外線測定器 

 

実験方法 

１． バナナの皮にそれぞれの日焼け止めを

塗る。 

２． 晴れた日に物理講義室前の渡り廊下に

１．のバナナと何も塗っていないバナ

ナを置く。 

３． 紫外線測定器で紫外線量を量る。 

４． 午前９時から午後４時まで放置。 

５． 回収時に再び紫外線測定器で紫外線量

を量る。 

※実験１・２回目の時は実がついたままの

状態のバナナの皮に日焼け止めを塗った。 

 ３回目の時は実がついていない状態のバ

ナナの皮の表側に、４回目の時は裏側に

日焼け止めを塗った。 

 

実験結果 

結果は次の通りである。 

１回目 １０月１６日 天気 晴れ 

午前９時 

紫外線量 ２，０４μW/cm² 

午後４時 

紫外線量 １８７０ 

 

バナナはすべて少しだけ黒くなっていたが、

日焼け止めを塗っていないバナナが一番黒

くなった。 

スプレータイプだけ、バナナの皮の表面に

テカリが出ていた。 

 

２回目 １０月２８日 天気 晴れ 

午前９時 

紫外線量 ２，１８μW/cm² 

午後４時 

紫外線量 １５３４ 

 

１回目と同様にすべて少しだけ黒くなって

いたが、何も塗っていないバナナが一番黒

くなった。また、ミルクタイプを塗ったバナ



ナの皮の表面は白っぽくなり、スプレータ

イプは表面にテカリが出ていた。 

 

３回目 １０月３０日 天気 晴れ 

午前９時 

紫外線量 ２，５３μW/cm² 

午後４時 

紫外線量 １６３４ 

 

１・２回目の時と同様ですべて少しだけ黒

くなったが何も塗っていないバナナが一番

黒くなった。ミルク・ジェルタイプは表面が

白っぽくなり、スプレータイプは表面にテ

カリが出ていた。 

 

４回目 １１月５日 天気 晴れ 

午前９時 

紫外線量 ３，３２μW/cm² 

午後４時 

紫外線量 １４０３ 

 

これまでの中ですべて一番黒くなっていた

が、何も塗っていないバナナが一番黒くな

った。また、バナナの皮の裏側を日に当てて

いたので乾燥していた。 

 

考察 

１． 日焼け止めの成分とそれに含まれてい

る作用について 

日焼け止めに含まれている成分（４種

類に共通しているもの）は計１８種類

あり、その成分による作用（４種類に

共通しているもの）は計２４種類ある。 

この作用はほとんどが日焼け防止と肌に異

常が起きないようにするためのものである

ため、バナナの皮の日焼けの仕方に違いが

みられなかったと考えられる。 

また、１８種類の成分以外にそれぞれのタ

イプにしか含まれていない成分や作用もあ

った。エッセンスタイプは計８種類 

ミルクタイプは計５種類 

ジェルタイプは計４種類 

スプレータイプは計３種類の成分が含まれ

ていた。  

作用 表１ 日焼け止めの成分による作用 

エッセンス

タイプ 

しみ、そば

かす予防 

色素沈着抑

制 

ミルクタイ

プ 

分散（分散

性に優れる

よ う に す

る) 

リパーゼ活

性阻害（炎

症、ニキビ、

赤ら顔、か

さ つ き 予

防） 

ジェルタイ

プ 

光沢付与 表 面 処 理

（持続性、

使用感の向

上） 

スプレータ

イプ 

水をはじく

効果 

つや出し 

表１以外にもエッセンスタイプには残り５

種類、ジェルタイプには残り２種類、スプレ

ータイプには残り３種類の作用がある。 

これらの作用により、エッセンスタイプは

色素沈着抑制作用により白っぽくならなか

ったり、ミルクタイプはリパーゼ活性阻害

という炎症やニキビ、かさつきを予防する



効果、ジェルタイプは光沢付与や表面処理

により白っぽくなった。 

そしてスプレータイプはつや出しや水をは

じく効果によって表面にテカリが出ていた

と考えられる。また、４回目の実験結果から

肌が乾燥していると日焼けしやすくなるの

ではないかと考えた。なので十分に保湿し

た上で、日焼けによってしみやそばかすな

どができやすい人はエッセンスタイプ、肌

が乾燥しやすかったりニキビができやすい

人にはミルクタイプ、逆に肌がべたつきや

すい人にはジェルタイプかスプレータイプ

を使用するとよいのではないかと考えた。 


